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A と B が 1 回目にすれ違うときを図に表してみた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A と B が 1 回目にすれ違うまでには，2 人あわせて 2,100m（1 周分）進んだことになるが，それぞれの進んだ距離の

比は速さの比と同じなので， 

A の進んだ距離：B の進んだ距離 ＝A の速さ：B の速さ 

 ＝160：120 

 ＝4：3 

となる。したがって，その時 A の進んだ距離は， 

2,100(m) × 
4

 4+3 
 ＝ 1,200(m) 

となる。つまり A が 1,200m 進むごとにすれ違うことになるので，4 回目にすれちがうのは A が， 

1,200(m)×4＝4,800(m) 

進んだときである。この場所は， 

4,800÷2,100＝2 余り 600（コースを 2 周と 600(m)） 

となり，スタート地点から時計回りに 600m の地点である。 

正答は「2」。 

 

 

 

スタート地点 

A：160m/分 B：120m/分 

A 
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A と B が 1 回目にすれ違う場所 

 

一周 2,100m 


